









　 Rappaport Hovav and Levin（１９９８）（以下、RHL）は、sweep、wipe などの接触動詞（contact verbs）が、
多義性により次のような多様な統語的振る舞いを示すことを指摘している。
（１）a.　 Terry swept.
　　　b.　 Terry swept the floor.
　　　c.　 Terry swept the crumbs into the corner.
　　　d.　 Terry swept the leaves off the sidewalk.
　　　e.　 Terry swept the floor clean.
　　　f.　 Terry swept the leaves into a pile.
（２）a.　 Terry wiped.
　　　b.　 Terry wiped the table.
　　　c.　 Terry wiped the crumbs into the sink.
　　　d.　 Terry wiped the crumbs off the table.
　　　e.　 Terry wiped the slate clean.
　　　f.　 Terry wiped the crumbs into a pile.  RHL（１９９８:９７-９９）
以下に述べることは、（１）、（２）の両方に当てはまる。（b）は接触動詞の文の基本形である。こ





　sweep や wipe をはじめとする接触動詞は、多様な文法形式の文に用いられることが知られ
ている。本稿は、これらの文の意味の背景には「接触行為によるモノの移動（あるいは状態変化）」
という除去を表す事象フレームがあることに着目し、これをイメージスキーマ表示する。一方、











（３）a.　 Terry swept the leaves off.
　　　b.　 Terry wiped the crumbs off.
（４）a.　 John wiped a cloth over the table.
　　　　cf.＊John wiped a cloth.
　　　b.　 John rubbed a cloth against the door.














る。sweep を例に取ると、この動詞の中核的な意味は［x ACT <SWEEP> y］というテンプレート
で表される。この事象構造は（１a, b）の sweep の意味を表す。y 項に下線があるが、これはこの
項が必ずしも統語的に実現しなくてもよいことを示す。上で、接触動詞の単なる接触行為の意味
が、状態変化や使役移動などへ拡張すると述べたが、これをテンプレートの拡大で説明すると次
のようになる。同じく sweep を例に取ると、状態変化へ意味拡張する場合は［x ACT <SWEEP> 
y］に［BECOME ［y <STATE>］］が付け足され、使役移動へ拡張する場合はこれに［BECOME ［z 
<PLACE>］］が付け足される。 こうした操作により，達成動詞 sweep の事象構造として次のよう
なものが生成される。x 項は動作主，y 項は場所（接触面），z 項は除去物をそれぞれ表す。
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（５）a.　［x ACT <SWEEP> y］ CAUSE ［BECOME［y <STATE>］］
　　　b.　［x ACT <SWEEP> y］ CAUSE ［BECOME［z <PLACE>］］  RHL（１９９８:１１９-１２０）




　テンプレートの拡大の可否という観点に立つと、run、whistle あるいは wipe、sweep などの活動












ことはできない。（５）について言えば、テンプレートが拡大できるから［x ACT <SWEEP> y］

























　　　a.　 A couple of inmates were picking up leaves from around the graves, sweeping them into a 
large black sack.
　　　b.
　　　c.　Ag: entity exerting force
　　　　  Pt: substance
　　　　  p３: directional PP with a surface or container as its end location Boas（２００３:２０６-２０７）
（７）Removal-sense-１
　　　a.　Hargreave wiped his plate clean with a piece of garlic bread.
　　　b.
　　　c.　Ag: entity exerting force
　　　　  Pt: surface, or any object that has a surface
　　　　  p ３: property of surface that holds of the surface after unwanted substance have been removed
 Boas（２００３:２０７-２０８）
（８）　Removal-sense-２
　　　a.　There are tears on his face and I wipe them away.
　　　a’.　Can I rub the lipstick off the end of your nose?
　　　b.
　　　c.　Ag: entity exerting force
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　　　　  Pt: object or substance that may be removed from a surface by employing force to it
　　　　   p３: location that an object or subject may end up in as a result of being removed from a 
surface Boas（２００３:２０８-２０９）
（９）　Creation-sense
　　　a.　Julio rubbed the dirt into a pile.
　　　b.
　　　c.　Ag: entity exerting force
　　　   Pt: object affected by force emitted by the agent and which subsequently becomes part of a large 
entity that contains it
　　　   p ３: entity that comes into existence as the result of the activity performed by the actor upon the 
patient Boas（２００３:２０９-２１０）
Ag、Pt はそれぞれ Agent（動作主）、Patient（被動者）の略である。p ３は、いわゆる第三の参与者

















John wiped the crumbs from the table. の意味を考えたとき、wipe という動作の対象が the table なの
か the crumbs なのか今ひとつ分かりづらいので、動作主の力は移動物に向けられると見ることも
できるかもしれない。しかしここで、中村（２００３:３７）の主張に着目したい。中村は John wiped the 
国際文化研究　第23号
86




















句 off the end your nose が続く文（８a’）の両方に同じ形を当てはめている点が問題である。両者
は、似てはいるがあくまで異なる文法形式である。off は確かに、前置詞にも不変化詞にも使えるが、
これに名詞句が続く以上（８a’）の off は不変化詞ではなく、前置詞と考えるべきである。ここで、
off の代わりに from を使うと起点を表す参与者を省略できないことにも注意したい。
（１０）a.　 Can I rub the lipstick from your nose? 























































形である NP V NP の文から説明する。以下、例文とその事象フレームを示す。
（１２）基本形
　　　a.　Terry swept the floor.　（= １b）
　　　b.
















　　　a.　 Terry swept.　（= １a）
　　　b.
 （１４）道具目的語形
　　　a.　 John wiped a cloth over the table.　（= ４a）
　　　b.























　　　a.　Terry swept the leaves off.　（= ３a）
　　　b.
（１７）使役移動着点形















　　　a.　 Terry swept the floor clean.　（= １e）
　　　b.
太線矢印は状態変化、角丸四角形は結果状態をそれぞれ表す。この表示の後半部分は、場所 / 起点





































　　　a. 基本形　 →　 目的語省略形
　　　　　　　 L/S［-P］
　　　b. 基本形　 →　 道具目的語形
　　　　　　　I［+P］
　　　c. 基本形　 →　使役移動起点形　 →　使役移動起点 / 着点省略形　→　 使役移動着点形
　　　　　　　T［+P］　　　　　　　 L/S［-P］　　　　　　　　　　　 G［+P］
　　　d. 使役移動起点形　 →　 状態変化形
　　　　　　　　　　　L/S,T ［RI］
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